
信信託託税税制制のの再再確確認認とと信信託託制制度度のの活活用用
－－家家族族信信託託をを中中心心ととししてて－－

１

は
じ
め
に

信
託
法
改
正
（
平
成
１８
年
１２

月
）
に
伴
い
注
目
さ
れ
た
制
度

と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
家
族
信
託

（
本
稿
で
は
、
民
事
信
託
の
中

で
も
親
族
等
を
受
託
者
と
す
る

信
託
の
こ
と
を
い
う
。
）
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
改

正
に
よ
り
、
家
族
信
託
に
利
用

で
き
る
制
度
と
し
て
「
遺
言
代

用
信
託
（
信
託
法
９０
）
」
や
「
後

継
ぎ
遺
贈
型
信
託
（
信
託
法

９１
）
」
等
が
創
設
さ
れ
、
資
産

家
の
財
産
管
理
や
相
続
に
お
け

る
遺
産
分
割
対
策
等
と
し
て
近

年
特
に
そ
の
活
用
が
多
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合

上
、
典
型
的
な
家
族
信
託
と
し

て
遺
言
代
用
信
託
を
取
り
上

げ
、
そ
れ
に
即
し
て
信
託
税
制

の
確
認
を
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

２

高
齢
者
の
財
産
管
理
の
た
め
の
遺
言
代
用
信
託
の
活
用

資
産
家
が
所
有
す
る
賃
貸
不

動
産
の
管
理
に
つ
き
、
そ
の
資

産
家
の
高
齢
化
に
よ
る
判
断
能

力
の
低
下
に
備
え
る
た
め
の
対

策
及
び
そ
の
資
産
家
の
死
後
に

お
け
る
確
実
な
賃
貸
不
動
産
の

承
継
対
策
と
し
て
の
遺
言
代
用

信
託
の
活
用
は
、
家
族
信
託
の

典
型
例
の
１
つ
と
言
え
る
。
例

え
ば
、
甲
（
父
）
は
、
今
現
在

は
元
気
だ
が
高
齢
の
た
め
将
来

の
賃
貸
不
動
産
の
管
理
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
賃

貸
不
動
産
の
管
理
を
丙
（
長

男
）
に
任
せ
る
一
方
、
そ
の
賃

貸
不
動
産
に
係
る
賃
料
は
老
後

の
生
活
費
と
し
て
甲
（
父
）（
甲

（
父
）
の
死
亡
後
は
乙
（
母
）
）

が
受
取
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
場
合
に
は
、
甲
を
委

託
者
及
び
受
益
者
、
丙
を
受
託

者
と
す
る
自
益
信
託
（
委
託
者

�
受
益
者
）
を
設
定
し
、
合
わ

せ
て
甲
死
亡
後
の
受
益
者
を
乙

と
す
る
遺
言
代
用
信
託
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際

の
遺
言
代
用
信
託
の
信
託
契
約

書
の
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
な
お
、
遺
言
代
用
信
託

は
、
成
年
後
見
制
度
及
び
遺
言

を
１
つ
の
信
託
契
約
で
代
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
点
が
特
徴
的

で
あ
る
と
言
え
る
。

「
遺
言
代
用
信
託
の
信
託
契
約

書
の
例
」

信
託
契
約
書
（
一
部
抜
粋
）

甲
（
父
）
を
委
託
者
、
丙

（
長
男
）
を
受
託
者
と
し

て
、
委
託
者
が
所
有
す
る
末

尾
記
載
の
賃
貸
不
動
産
を
次

の
条
項
に
よ
っ
て
信
託
す

る
。第

１
条

信
託
の
目
的

後
記
の
賃
貸
不
動
産
を

信
託
財
産
と
し
て
管
理
及

び
処
分
し
、
受
益
者
の
安

定
し
た
生
活
の
支
援
を
確

保
す
る
こ
と
。

第
２
条

信
託
期
間

受
託
者
が
信
託
を
引
き

受
け
た
日
か
ら
２０
年
間

第
３
条

受
益
者

①

本
信
託
の
当
初
の

受
益
者
は
委
託
者
で

あ
る
甲（
父
）と
す
る
。

②

委
託
者
で
あ
る
甲

（
父
）
の
死
亡
後
は
、

乙
（
母
）
と
す
る
。

第
４
条

信
託
終
了
の
際

の
帰
属
権
利
者

信
託
終
了
の
際
の
帰
属

権
利
者
は
、
丙
（
長
男
）

と
す
る
。

３

信
託
税
制
の
確
認

信
託
税
制
（
本
稿
で
は
所
得

税
法
及
び
相
続
税
法
に
限
定
す

る
。
）
の
確
認
は
、「
遺
言
代
用

信
託
の
信
託
契
約
書
の
例
」（
以

下
「
本
事
例
」
と
い
う
。
）
に

即
し
て
、
そ
の
留
意
点
を
中
心

に
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

�

受
益
者
等
課
税
信
託

信
託
税
制
で
は
、
信
託
を
そ

の
利
用
形
態
等
を
勘
案
し
て
、

「
受
益
者
等
課
税
信
託
」
、「
集

団
投
資
信
託
」
、「
法
人
課
税
信

託
」
、「
退
職
年
金
等
信
託
」
又

は
「
特
定
公
益
信
託
等
」
の
５

つ
に
分
類
し
て
い
る
。
家
族
信

託
は
、
通
常
「
受
益
者
等
課
税

信
託
」
に
該
当
す
る
が
、
受
益

者
（
み
な
し
受
益
者
を
含
む
。

以
下
「
受
益
者
等
」
と
い
う
。
）

が
存
し
な
い
場
合
に
は
「
法
人

課
税
信
託
」
に
該
当
す
る
。
つ

ま
り
、
信
託
契
約
に
お
け
る
受

益
者
等
の
把
握
が
ま
ず
重
要
と

な
る
。
な
お
、
本
事
例
で
は
、

�
に
よ
り
受
益
者
等
が
存
す
る

た
め
「
受
益
者
等
課
税
信
託
」

に
該
当
す
る
。

�

受
益
者
等
（
受
益
者
及
び

み
な
し
受
益
者
）

信
託
法
上
の
受
益
者
は
、
受

益
権
を
有
す
る
者
と
規
定
さ
れ

て
い
る
が
（
信
託
法
２
⑥
）
、
信

託
税
制
上
の
受
益
者
は
、
受
益

者
と
し
て
の
権
利
を
現
に
有
す

る
者
に
限
定
さ
れ
て
お
り
（
所

法
１３
①
、
相
法
９
の
２
①
）
、
そ

の
範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
「
停
止
条
件
付
で
受
益
権

を
取
得
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
受
益
者
で
未
だ
条
件
が
成
就

し
て
い
な
い
も
の
」
や
「
未
だ

存
在
し
な
い
受
益
者
」
を
除
外

す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。
本

事
例
で
は
、
信
託
設
定
時
に

は
、
受
益
者
甲
が
死
亡
し
た
時

点
で
受
益
者
と
な
る
乙
や
帰
属

権
利
者
で
あ
る
丙
は
受
益
者
と

は
な
ら
ず
、
甲
の
み
が
受
益
者

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
信
託
税
制
で
は
、
受

益
者
で
は
な
い
が
、
信
託
の
変

更
に
関
す
る
権
限
を
有
し
、
か

つ
、
信
託
財
産
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者
は
、

そ
の
権
利
の
内
容
等
に
鑑
み
、

受
益
者
と
み
な
す
こ
と
と
し
て

い
る
（
所
法
１３
②
）（
相
続
税
法

で
は
特
定
委
託
者
と
定
義
さ
れ

て
い
る
（
相

法
９
の
２
①
）
）
。

委
託
者
は
、
原
則
と
し
て
、
受

託
者
及
び
受
益
者
と
の
合
意
に

よ
り
信
託
の
変
更
が
可
能
で
あ

る
た
め
（
信
託
法
１
４
９
①
）
、

具
体
的
に
は
、
帰
属
権
利
者
と

な
っ
て
い
る
委
託
者
や
残
余
財

産
の
帰
属
に
関
す
る
定
め
の
な

い
信
託
に
お
け
る
委
託
者
等
が

こ
れ
に
該
当
す
る
（
所
基
通
１３

－

８
）
。
み
な
し
受
益
者
の
存
在

に
よ
り
そ
の
後
の
課
税
関
係
が

大
き
く
異
な
る
た
め
、
信
託
行

為
の
設
定
に
あ
た
り
留
意
す
べ

き
点
の
１
つ
で
あ
る
と
考
え

る
。

�

信
託
設
定
時
の
課
税
関
係

信
託
設
定
時
に
は
、
信
託
法

上
は
委
託
者
か
ら
受
託
者
へ
信

託
財
産
の
譲
渡
が
生
じ
る
が
、

信
託
税
制
上
は
委
託
者
か
ら
受

益
者
等
へ
の
信
託
財
産
の
移
転

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
し

た
が
っ
て
、
他
益
信
託
（
委
託

者≠

受
益
者
）
を
設
定
し
、
適

正
な
対
価
の
負
担
が
な
い
と
き

は
、
受
益
者
等
に
贈
与
税
が
課

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
相
法
９

の
２
①
）
。
本
事
例
は
、
委
託
者

及
び
受
益
者
が
甲
で
あ
る
自
益

信
託
の
設
定
に
該
当
す
る
た
め

課
税
関
係
は
生
じ
な
い
こ
と
に

な
る
。
な
お
、
信
託
の
受
託
者

は
、
信
託
の
設
定
、
受
益
者
等

の
変
更
、
信
託
の
終
了
等
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
翌
月
末

日
ま
で
に
調
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
（
相
法
５９
②
、
以
下

�
�
に
お
い
て
同
じ
。
）
。
た
だ

し
、
自
益
信
託
で
あ
る
場
合
等

に
は
そ
の
提
出
が
不
要
と
さ
れ

て
い
る
た
め
（
相
規
３０
③
）
、
本

事
例
の
信
託
設
定
時
に
は
受
託

者
丙
に
調
書
の
提
出
義
務
は
生

じ
な
い
。

�

信
託
期
間
中
の
課
税
関
係

受
益
者
等
課
税
信
託
で
は
、

受
益
者
等
が
信
託
財
産
を
有
す

る
も
の
と
み
な
し
、
信
託
財
産

か
ら
の
収
益
及
び
費
用
は
受
益

者
等
の
収
益
及
び
費
用
と
み
な

し
て
所
得
税
が
課
さ
れ
る
（
所

法
１３
①
）
。
本
事
例
の
場
合
に

は
、
賃
貸
不
動
産
に
係
る
賃
料

収
入
な
ど
の
収
益
及
び
賃
貸
不

動
産
に
係
る
固
定
資
産
税
や
修

繕
費
な
ど
の
費
用
は
受
益
者
甲

（
甲
死
亡
後
は
乙
。
以
下
�
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
帰
属
し
、

甲
が
不
動
産
所
得
の
申
告
を
す

る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の

場
合
の
収
益
の
金
額
は
、
受
益

者
甲
に
実
際
に
分
配
し
た
金
額

で
は
な
く
そ
の
年
中
に
発
生
し

た
金
額
を
認
識
す
る
こ
と
に
な

る
。ま

た
、
受
益
者
等
の
不
動
産

所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
信
託

に
よ
る
不
動
産
所
得
の
損
失
の

金
額
は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
る
（
措
法
４１
の
４
の

２
）
。
つ
ま
り
、
信
託
に
よ
る
不

動
産
所
得
の
損
失
の
金
額
は
、

信
託
以
外
の
不
動
産
所
得
の
金

額
と
の
通
算
、
損
益
通
算
（
所

法
６９
①
）
及
び
純
損
失
の
繰
越

控
除
（
所
法
７０
①
）
な
ど
の
適

用
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
近
い
将
来
に
大

規
模
修
繕
の
予
定
が
あ
る
場
合

や
空
室
リ
ス
ク
が
高
い
賃
貸
不

動
産
を
信
託
財
産
と
す
る
場
合

に
は
、
信
託
を
し
な
い
場
合
に

比
し
税
負
担
が
増
加
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
収
益
性
の
高
い
物

件
と
組
み
合
わ
せ
て
信
託
す
る

こ
と
も
一
考
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
規
定
は
、
組
合
損
失
の
必

要
経
費
算
入
制
限
（
措
法
４１
の

４
の
２
）
と
異
な
り
信
託
に
よ

る
不
動
産
所
得
の
損
失
の
金
額

が
生
じ
た
場
合
に
は
必
ず
適
用

さ
れ
る
点
に
も
留
意
が
必
要
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
受
益
者
等
課
税
信

託
の
受
託
者
は
、
一
定
の
事
項

を
記
載
し
た
信
託
の
計
算
書
及

び
そ
の
合
計
表
を
、
毎
年
翌
年

１
月
３１
日
ま
で
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
（
所
法
２
２
７
）
。
受

託
者
の
事
務
負
担
の
増
加
も
留

意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

�

当
初
の
受
益
者
の
死
亡
時

の
課
税
関
係

受
益
者
等
の
存
す
る
信
託
に

つ
い
て
、
適
正
な
対
価
を
負
担

せ
ず
に
、
新
た
に
受
益
者
等
が

存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
信
託
受
益
権
を
、
新

た
に
受
益
者
等
と
な
る
者
は
、

そ
の
受
益
者
等
で
あ
っ
た
者
か

ら
贈
与
（
受
益
者
等
で
あ
っ
た

者
の
死
亡
に
基
因
し
て
受
益
者

等
が
存
す
る
に
至
っ
た
場
合
に

は
、
遺
贈
）
に
よ
り
取
得
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
相
法
９

の
２
②
）
。
ま
た
、
信
託
受
益
権

を
取
得
し
た
者
は
、
そ
の
信
託

財
産
に
属
す
る
資
産
及
び
負
債

を
承
継
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
た
め
（
相
法
９
の
２
⑥
）
、
そ

の
信
託
受
益
権
の
評
価
は
信
託

財
産
に
属
す
る
資
産
及
び
負
債

の

評

価

額

と

な

り
（
評

通

２
０
２
）
、
適
用
要
件
を
満
た
せ

ば
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
（
措

法
６９
の
４
）
等
の
適
用
も
可
能

で
あ
る
。
本
事
例
で
は
、
当
初

の
受
益
者
甲
の
死
亡
に
基
因
し

て
新
た
に
乙
が
受
益
者
と
な
る

た
め
、
乙
が
相
続
税
の
申
告
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
信
託
受
益

権
の
評
価
額
は
、
賃
貸
不
動
産

の
相
続
税
評
価
額
で
あ
り
（
敷

金
等
が
あ
れ
ば
債
務
に
計
上
す

る
。
）
、
貸
付
事
業
用
宅
地
等
の

要
件
を
満
た
せ
ば
５０
％
の
評
価

減
も
可
能
と
な
る
。

�

信
託
終
了
時
の
課
税
関
係

受
益
者
等
の
存
す
る
信
託
が

終
了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
適

正
な
対
価
を
負
担
せ
ず
に
、
残

余
財
産
の
帰
属
す
べ
き
者
が
あ

る
と
き
は
、
残
余
財
産
の
帰
属

す
べ
き
者
は
、
そ
の
残
余
財
産

を
、
そ
の
受
益
者
等
で
あ
っ
た

者
か
ら
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
相
法
９

の
２
④
）
。
本
事
例
で
は
、
信
託

期
間
２０
年
経
過
時
に
信
託
が
終

了
し
、
帰
属
権
利
者
丙
は
、
残

余
財
産
で
あ
る
賃
貸
不
動
産

を
、
受
益
者
で
あ
っ
た
者
乙
か

ら
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
。
な
お
、
仮
に

帰
属
権
利
者
が
受
益
者
で
あ
っ

た
者
乙
で
あ
る
場
合
に
は
、
課

税
関
係
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な

る
。

４

お
わ
り
に

信
託
税
制
を
勉
強
し
て
い
く

と
、
信
託
を
節
税
対
策
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
理

解
で
き
る
。
し
か
し
、
資
産
家

の
財
産
管
理
や
相
続
に
お
け
る

遺
産
分
割
対
策
の
１
つ
と
し
て

活
用
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に

有
用
で
あ
る
。
今
後
は
、
相
続

対
策
な
ど
を
考
え
る
過
程
に
お

い
て
従
来
の
方
法
で
は
解
決
で

き
な
い
事
案
に
備
え
、
信
託
の

活
用
を
選
択
肢
と
し
て
持
っ
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
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